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い

生ける
かみ

神に
つか

仕えるダニエル（２） 
 

２００９．１．２７（
かようび

火 ） 
ベック

けい

兄メッセージ(メモ) 
 
いんよう

引用
せいく

聖句 
ダニエル

しょ

書 １
しょう

章１
せつ

節から２１
せつ

節 
ユダの

おう

王エホヤキムの
ちせい

治世の
だい

第
さんねん

三年に、バビロンの
おう

王ネブカデネザルがエルサレム

に
き

来て、これを
ほうい

包囲した。
しゅ

主がユダの
おう

王エホヤキムと
かみ

神の
みや

宮の
きぐ

器具の
いちぶ

一部とを
かれ

彼の
て

手に
わた

渡されたので、
かれ

彼はそれをシヌアルの
ち

地にある
かれ

彼の
かみ

神の
みや

宮に
も

持ち
かえ

帰り、その
きぐ

器具を
かれ

彼の
かみ

神の
ほうもつぐら

宝物倉に
おさ

納めた。
おう

王は
かんがん

宦官の
ちょう

長アシュペナズに
めい

命じて、イスラエル
じん

人の
なか

中から、
おう

王
ぞく

族か
きぞく

貴族を
すうにん

数人
えら

選んで
つ

連れて
こ

来させた。その
しょうねん

少年たちは、
み

身に
なん

何の
けっかん

欠陥もなく、
ようし

容姿は
うつく

美しく、あらゆる
ちえ

知恵に
ひい

秀で、
ちしき

知識に
と

富み、
しりょぶか

思慮深く、
おう

王の
きゅうてい

宮廷に
つか

仕えるにふさわし

い
もの

者であり、また、カルデヤ
じん

人の
ぶんがく

文学とことばとを
おし

教えるにふさわしい
もの

者であった。
おう

王

は、
おう

王の
た

食べるごちそうと
おう

王の
の

飲むぶどう
しゅ

酒から、
まいにち

毎日の
ぶん

分を
かれ

彼らに
わ

割り
あ

当て、
さんねん

三年
かん

間、
かれ

彼らを
よういく

養育することにし、そのあとで
かれ

彼らが
おう

王に
つか

仕えるようにした。
かれ

彼らのうちには、

ユダ
ぶぞく

部族のダニエル、ハナヌヤ、ミシャエル、アザルヤがいた。
かんがん

宦官の
ちょう

長は
かれ

彼らにほ

かの
な

名をつけ、ダニエルにはベルテシャツァル、ハナヌヤにはシャデラク、ミシャエ

ルにはメシャク、アザルヤにはアベデ・ネゴと
な

名をつけた。ダニエルは、
おう

王の
た

食べる

ごちそうや
おう

王の
の

飲むぶどう
しゅ

酒で
み

身を
けが

汚すまいと
こころ

心に
さだ

定め、
み

身を
けが

汚さないようにさせて

くれ、と
かんがん

宦官の
ちょう

長に
ねが

願った。
かみ

神は
かんがん

宦官の
ちょう

長に、ダニエルを
あい

愛しいつくしむ
こころ

心を
あた

与え

られた。
かんがん

宦官の
ちょう

長はダニエルに
い

言った。「
わたくし

私 は、あなたがたの
た

食べ
もの

物と
の

飲み
もの

物とを
さだ

定

めた
おう

王さまを
おそ

恐れている。もし
おう

王さまが、あなたがたの
かお

顔に、あなたがたと
どうねんぱい

同年輩の
しょうねん

少年より
げんき

元気がないのを
み

見たなら、
おう

王さまはきっと
わたくし

私 を
ばっ

罰するだろう。」そこで、ダ

ニエルは、
かんがん

宦官の
ちょう

長がダニエル、ハナヌヤ、ミシャエル、アザルヤのために
にんめい

任命した
せわやく

世話役に
い

言った。「どうか
とおか

十日
かん

間、しもべたちをためしてください。
わたくし

私 たちに
やさい

野菜を
あた

与

えて
た

食べさせ、
みず

水を
あた

与えて
の

飲ませてください。そのようにして、
わたくし

私 たちの
かお

顔
いろ

色と、
おう

王

さまの
た

食べるごちそうを
た

食べている
しょうねん

少年たちの
かお

顔
いろ

色とを
み

見
くら

比べて、あなたの
み

見るとこ

ろに
したが

従ってこのしもべたちを
あつか

扱ってください。」
せわやく

世話役は
かれ

彼らのこの
もう

申し
で

出を
き

聞き
い

入

れて、
とおか

十日
かん

間、
かれ

彼らをためしてみた。
とおか

十日の
お

終わりになると、
かれ

彼らの
かお

顔
いろ

色は、
おう

王の
た

食べ

るごちそうを
た

食べているどの
しょうねん

少年よりも
よ

良く、からだも
こ

肥えていた。そこで
せわやく

世話役は、
かれ

彼らの
た

食べるはずだったごちそうと、
の

飲むはずだったぶどう
しゅ

酒とを
と

取りやめて、
かれ

彼ら

に
やさい

野菜を
あた

与えることにした。
かみ

神はこの
よにん

四人の
しょうねん

少年に、
ちしき

知識と、あらゆる
ぶんがく

文学を
さと

悟る
ちから

力

と
ちえ

知恵を
あた

与えられた。ダニエルは、すべての
まぼろし

幻 と
ゆめ

夢とを
と

解くことができた。
かれ

彼らを
め

召

し
い

入れるために
おう

王が
めい

命じておいた
にっすう

日数の
お

終わりになって、
かんがん

宦官の
ちょう

長は
かれ

彼らをネブカデ

ネザルの
まえ

前に
つ

連れて
き

来た。
おう

王が
かれ

彼らと
はな

話してみると、みなのうちでだれもダニエル、

ハナヌヤ、ミシャエル、アザルヤに
なら

並ぶ
もの

者はなかった。そこで
かれ

彼らは
おう

王に
つか

仕えること
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になった。
おう

王が
かれ

彼らに
たず

尋ねてみると、
ちえ

知恵と
さと

悟りのあらゆる
めん

面で、
かれ

彼らは
くにじゅう

国中のどん

な
じゅほうし

呪法師、
じゅもんし

呪文師よりも
じゅうばい

十倍もまさっているということがわかった。ダニエルはクロ

ス
おう

王の
がんねん

元年までそこにいた。 
 

 
せんしゅう

先週
はじ

始めたテーマについて、
きょう

今日も
つづ

続けたいと
おも

思います。
すなわ

即ち「ダニエル」について、
かんが

考えたいと
おも

思います。ダニエルは、いったいどのような
おとこ

男だったのでしょうか。
いほう

異邦
じん

人で

ある
おう

王は
い

言ったのです。 
ダニエル

しょ

書 ６
しょう

章２０
せつ

節
こうはん

後半 
「

い

生ける
かみ

神のしもべダニエル。あなたがいつも
つか

仕えている
かみ

神…。」 
 

ダニエルは、
い

生ける
かみ

神を
しん

信じただけではなく、たまに
い

生ける
かみ

神に
つか

仕えたのでもなく、い

つも
つか

仕えていた
ひと

人でした。そしてダニエル
しょ

書を
とお

通してはっきり
わ

分かることは、
かれ

彼は、どの

ような
じょうきょう

状況 に
お

置かれていても
しゅ

主に
つか

仕えた
おとこ

男でした。
しゅ

主のために
い

生きたいと
せつ

切に
のぞ

望んでい

た
おとこ

男でした。どのような
じょうきょう

状況 に
お

置かれているときでも、
わたくし

私 たちは
しゅ

主に
つか

仕えることがで

きるのでしょうか。ダニエルのように
しし

獅子の
あな

穴にいるとき、
あくま

悪魔が
しょうり

勝利を
にぎ

握っているかの

ように
おも

思われるときこそ
しゅ

主をよりよく
し

知ることになるということが、
しゅ

主の
みちび

導きの
もくてき

目的です。 
ダニエルの

いちばん

一番の
とくちょう

特徴は、
いの

祈りだったでしょう。
しゅ

主の
よ

呼びかけは、「わたしを
よ

呼べ。そう

すれば、わたしは、あなたに
こた

答え、あなたの
し

知らない、
りかい

理解を
こ

超えた
おお

大いなる
こと

事を、あな

たに
つ

告げよう」です。これこそ、エレミヤに
あた

与えられた
やくそく

約束でしたが、ダニエルも、この

エレミヤに
あた

与えられた
やくそく

約束をもちろん
し

知っていただけでなく、
じぶん

自分のものにしました。 
ダニエルはどのような

ひと

人だったか。その
こた

答えは、「
いの

祈りの
ひと

人」でした。
い

生けるまことの
かみ

神

は
じぶん

自分の
いの

祈りに
こた

応えてくださるということを、
かれ

彼は
なん

何
かい

回も
なん

何
かい

回も
けいけん

経験しました。ですから、
じぶん

自分の
み

身に
きけん

危険を
およ

及ぼすことになる
けいかく

計画を
き

聞いたとき、
かれ

彼は
しんぱい

心配しないですべてを
しゅ

主にゆ

だねることができたのです。 
おな

同じように、ペテロもこのような
たいど

態度をとるべきであると
おも

思い、
とうじ

当時の
はくがい

迫害されていた
きょうだいしまい

兄弟姉妹に
か

書き
おく

送ったのです。 
ペテロの

てがみ

手紙・
だい

第
いち

一 ５
しょう

章７
せつ

節 
あなたがたの

おも

思い
わずら

煩いを、いっさい
かみ

神にゆだねなさい。
かみ

神があなたがたのことを
しんぱい

心配

してくださるからです。 
 

もし
い

生けるまことの
かみ

神が
しんぱい

心配してくださるならば、
じぶん

自分で
しんぱい

心配することはありませんし、 
しんぱい

心配することはおかしいのではないでしょうか。ダニエルは、
おも

思いわずらいをすべて
しゅ

主に

ゆだねました。ダニエルを
ねた

妬む
ひとびと

人々はダニエルが
しゅ

主に
いの

祈ることを
し

知っていましたので、
おう

王
いがい

以外のものを
おが

拝んではならないという、ずるい
ほうりつ

法律を
つく

作ったわけです。ダニエルが
しゅ

主の
みまえ

御前

に
いの

祈っているところ（
すなわ

即ち、
かれ

彼らの
つく

作った
ほうりつ

法律を
やぶ

破っているところ）を、
かれ

彼らは
み

見つけま

した。ダニエルという
おとこ

男は、
かく

隠れた
しんじゃ

信者でいるよりは
し

死んだほうがましだと
おも

思ったのです。
なに

何があっても
だきょう

妥協しません。ダニエルは
まった

全く
おそ

恐れを
も

持っていなかったのです。それは、「
しゅ

主
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を
おそ

恐れた」からです。
み

身の
きけん

危険を
おぼ

覚えて、
じぶん

自分の
たか

高い
ちい

地位を
す

捨てて
に

逃げようと
おも

思ったなら、

それもできたはずです。
まど

窓を
ぜんぶ

全部
し

閉めて
おしい

押入れの
なか

中で、
だれ

誰も
み

見ていないところで、
こえ

声を
だ

出さ

ずに
こころ

心の
なか

中で
いの

祈ろうと
おも

思えばできたのです。そうすれば、
とら

捕えられなかったし、
もんだい

問題にな

らなかったでしょう。けれどダニエルは、その
たいど

態度をとると
しゅ

主は
よろこ

喜ばれないと
おも

思ったので、

そのようにしなかったのです。 
かれ

彼は
しし

獅子のような
せいかく

性格の
も

持ち
しゅ

主だったと
い

言っても
よ

良いかもしれません。
しし

獅子よりも
ゆうき

勇気

を
も

持っていました。
まど

窓を
あ

開け
はな

放して、
りょうて

両手を
あ

挙げてエルサレムに
む

向かって
いの

祈るのは、
かれ

彼の
しゅうかん

習慣でした。
まいにち

毎日
まいにち

毎日そうしたのです。そうしないと
しゅ

主は
よろこ

喜ぶことがおできにならないし、 
お

はたら

働きになることもできないし、ご
じぶん

自分の
おお

大いなるみわざを
あき

明らかになさることもできな

いと
わ

分かったからです。
だいたん

大胆に
まど

窓を
あ

開け
はな

放して
いの

祈るということは、ダニエルが
いちじてき

一時的な
しょうどう

衝動

にかられた、「から
げんき

元気」でしたことではなかったのです。
かれ

彼はそのとき
すく

少なくとも７０
なん

何
さい

歳かだったのです。
すく

救われたばかりの
せいねん

青年ではなかったのです。ですから、よく
かんが

考えた、
せいじゅく

成熟し
き

切った
もの

者の
はんだん

判断でした。 
とも

共にバビロンに
とら

囚われていた
どうほう

同胞にとっては、
なん

何という
すば

素晴らしい
あか

証しだったことでし 
ょう。ダニエルは、

おおやけ

公 に
いの

祈り、
おおやけ

公 に
あか

証しし、
ひと

人の
ほま

誉れを
すこ

少しも
のぞ

望まなかったのです。
けっきょく

結局、 
しゅ

主を
おそ

恐れたからです。
いま

今の
ぜんせかい

全世界の
じょうきょう

状況 はちょうど
ぎゃく

逆です。
しゅ

主を
おそ

恐れる
おそ

畏れがありませ

ん。オバマの
さいきん

最近
い

言っていることは、
こ

子どもは
お

堕ろしても
よ

良い、と。いったいどういうこ

となのでしょう。
せんそう

戦争をしてはいけないけれど
こ

子どもは
ころ

殺しても
よ

良い、とは。
おな

同じことで

はないですか。
たいへん

大変な
はや

速さで
いま

今の
せかい

世界はおかしくなっています。
いみ

意味は、「
しゅ

主は
ちか

近い」。
わたくし

私

たちは
おお

大いに
よろこ

喜びましょう。 
ダニエルのとった

たいど

態度を
とお

通して、
わたくし

私 たちは
なに

何を
まな

学ぶことができ、
なに

何を
く

汲み
と

取ることがで

きるのでしょうか。ダニエルは、
わか

若いときから
じぶん

自分を
しゅ

主にゆだねたのです。
わたくし

私 は
しゅ

主のもの

です。
わたくし

私 は
しゅ

主のために
い

生きたい。
かれ

彼は
こころ

心からそう
おも

思ったのです。どうしてかと
い

言います

と、
しゅ

主を
たいけんてき

体験的に
し

知るようになったからです。
しゅ

主は
い

生きておられる、
いの

祈りを
き

聞いてくださ

ると
わ

分かったからです。
わか

若いときから
しゅ

主に
つか

仕えていたのが、ダニエルでした。どうして
しゅ

主に
つか

仕えたかと
い

言いますと、「
しゅ

主を
おそ

恐れた」からです。ダニエルにとってそれは
けっ

決して
かんたん

簡単では

なかったのです。
かんきょう

環境は
いほう

異邦の
くに

国でした。イスラエルから
つ

連れて
こ

来られ、
いほう

異邦の
きょういく

教育を
う

受

けなくてはならなかったし、
ぶんか

文化も
ぜんぶ

全部
いほう

異邦のものでした。けれどまことの
かみ

神を
おそ

恐れる
おそ

恐れ

は、ダニエルに
いほう

異邦のものと
だきょう

妥協することを
さ

避ける
ゆうき

勇気と
ちから

力を
あた

与えました。
しゅ

主を
おそ

恐れる
おそ

恐れ

から、
かれ

彼は
しゅ

主のことばを
やぶ

破ることを
おそ

恐れたのです。
せいしょ

聖書は、みことばは「
かみ

神のことば」だ

と
かれ

彼は
かくしん

確信していました。
ひと

一つ
ひと

一つのことばは
しゅ

主の
れいかん

霊感によって
か

書かれています。それを
みと

認

め、また
じゅうじゅん

従順 に
したが

従うなら、
おお

大いに
しゅくふく

祝福されます。
しゅ

主に
たい

対する
まった

全き
ふくじゅう

服従には
すば

素晴らしい
ゆた

豊

かな
めぐ

恵みが
ともな

伴います。 
ダニエル

しょ

書１
しょう

章１５
せつ

節をもう
いちど

一度お
よ

読みいたします。 
ダニエル

しょ

書 １
しょう

章１５
せつ

節 
とおか

十日の
お

終わりになると、
かれ

彼らの
かお

顔
いろ

色は、
おう

王の
た

食べるごちそうを
た

食べているどの
しょうねん

少年よ

りも
よ

良く、からだも
こ

肥えていた。 



 - 4 - 

 

と
か

書かれています。これこそ
しゅくふく

祝福だったのです。
おお

多くの
ひと

人は、
もくてき

目的のためには
しゅだん

手段を
えら

選ば

ずで、
もくてき

目的に
とうたつ

到達できれば
すこ

少しくらい
だきょう

妥協しても、
ほうほう

方法は
なん

何でもどうでも
よ

良いではないか、

と
かんが

考えています。ダニエルはそのようなことをしませんでした。その
けっか

結果がどうであろう

と、
しゅ

主を
おそ

恐れる
おそ

恐れを
も

持ち
つづ

続けることこそ
たいせつ

大切だ、と
かれ

彼は
かくしん

確信したのです。もちろん、
わたくし

私

たちは
けっか

結果を
み

見る
ひつよう

必要はありません。
ひび

日々
しゅ

主の
み

御
こえ

声を
き

聞き、それに
したが

従って
い

行くことだけが
たいせつ

大切です。
けっか

結果がどうであろうと、たとえ
わる

悪くても
しゅ

主が
せきにん

責任をとってくださるはずです。 
ダニエルは、

た

絶えず
しゅ

主にだけ
したが

従いました。ですから
けっか

結果を
すこ

少しも
おそ

恐れなかったのです。 
わたくし

私 たちも
しゅ

主に
たよ

頼ると、
しゅ

主に
つか

仕えると、
たし

確かにいろいろな
おもしろ

面白くないことが
つぎつぎ

次々に
で

出てきま 
すが、

しゅ

主にゆだねることができますので、
かなら

必ず、
しゅ

主は
めぐ

恵んでくださるに
ちが

違いありません。 
このダニエルのとった

たいど

態度を
とお

通して
なに

何を
おし

教えられるかと
い

言いますと、いのちをかけてす

べてをささげる、また
つか

仕えていく
かち

価値のある
しゅ

主は、ダニエルの
しゅ

主であられるだけでなく、
わたくし

私

たちの
しゅ

主でもあられます。ダニエルはそのように
ふか

深く
こころ

心から
しゅ

主をあがめていましたので、
しゅ

主

を
うらぎ

裏切るよりは
しし

獅子の
あな

穴に
な

投げ
こ

込まれるほうがましだと
おも

思いました。これからみても、
しゅ

主は
じぶん

自分のいのちをささげても
お

惜しくない
たっと

尊いお
かた

方だと
おも

思って、
しん

信じて
つか

仕えていたダニエルの
こころ

心が
よ

良く
わ

分かります。
かれ

彼の
ねが

願いは、
た

絶えず
しゅ

主との
まじ

交わりを
も

持ち、
ひと

一つになっていることで

した。
わたくし

私 たちにとっても、
しゅ

主はいのちをささげても
く

悔いのないほど
かち

価値あるお
かた

方となって

いるのでしょうか。 
しゅ

主を
し

知るようになった
きょうだいしまい

兄弟姉妹は、
つぎ

次のように
あか

証しします。「
わたくし

私 たちが
つみびと

罪人であったと

き、
しゅ

主はまず
わたくし

私 たちを
あい

愛してくださいました。
おお

大いなる
めぐ

恵みにより
わたくし

私 たちの
つみ

罪を
ゆる

赦され

ました。
しゅ

主は
わたくし

私 たちを
ぜつぼう

絶望の
あな

穴から、
かた

堅い
いわ

岩の
うえ

上に
すく

救い
だ

出してくださいました。しもべと

なられ、
わたくし

私 たちを
すく

救われた
しゅ

主は、
わたくし

私 たちが
ちじょう

地上で
い

生きるわずかの
あいだ

間もあらゆる
こころ

試みか

ら
まも

守ってくださると
やくそく

約束しておられます。
わたくし

私 たちも、この
しゅ

主のために、
のこ

残るわずかのとき

を
つね

常に
い

生けるまことの
かみ

神に
つか

仕えていきたいと
おも

思います」と。 
 

イエス
さま

様は
わたくし

私 たちにとってどのような
かち

価値があるのでしょう。ホセア
しょ

書の
なか

中に
つぎ

次のよう 
なことばが

か

書き
しる

記されています。 
ホセア

しょ

書 ５
しょう

章１２
せつ

節 
「わたしは、エフライムには、しみのように、ユダの

いえ

家には、
くさ

腐れのようになる。」 
 

しゅ

主は、イスラエルの
たみ

民に
い

言わざるを
え

得なかったのです。 
イエス

さま

様が
わたくし

私 たちのいのちとなっているかどうかが
もんだい

問題です。
わたくし

私 たちはダニエルのよ

うにひたすら
しゅ

主を
あい

愛し、
しゅ

主に
つか

仕えようと
おも

思っているのでしょうか。
ある

或いは、
わたくし

私 たちは
じぶん

自分

の
めいよ

名誉や
たちば

立場を
かんが

考え、
だきょう

妥協してうまく
とお

通り
ぬ

抜けようとするのでしょうか。それとも、ひた

すら
しゅ

主にだけ
つか

仕えようとしているのでしょうか。もし
しゅ

主の
み

御
な

名のゆえに
くる

苦しみに
あ

会うなら、

それを
よろこ

喜びとするのでしょうか。
しゅ

主に
た

絶えず
つか

仕えることは
わたくし

私 たちの
よろこ

喜びであり、そのこ

とを
こころ

心から
い

言い
あら

表わすのを
しゅ

主は
ま

待っておられます。 
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ダニエルの
かみ

神は、ダニエルを
しし

獅子の
あな

穴から
すく

救い
え

得る
かみ

神であるということが
わ

分かります。 
ダニエル

しょ

書 ６
しょう

章１９
せつ

節、２０
せつ

節 
おう

王は
よあ

夜明けに
ひ

日が
かがや

輝き
だ

出すとすぐ、
しし

獅子の
あな

穴へ
いそ

急いで
い

行った。その
あな

穴に
ちか

近づくと、
おう

王

は
ひつう

悲痛な
こえ

声でダニエルに
よ

呼びかけ、ダニエルに
い

言った。「
い

生ける
かみ

神のしもべダニエル。

あなたがいつも
つか

仕えている
かみ

神は、あなたを
しし

獅子から
すく

救うことができたか。」 
 

 

ダニエルの
かみ

神はこんにちでもなお
わたくし

私 たちを
しし

獅子の
あな

穴から
すく

救うことができるのか、と
うたが

疑

っている
ひと

人も
ある

或いはいるかもしれません。
め

目に
み

見える
しし

獅子は
わたくし

私 たちをあまり
おそ

襲わないでし

ょう。けれど、
め

目に
み

見えない
あくま

悪魔は、
ほ

吼えたける
しし

獅子のように
わたくし

私 たちを
と

取り
ま

巻き、
おそ

襲って

きます。ダニエルが
いっしょ

一緒に
ね

寝た
しし

獅子は、
はりこ

張子の
しし

獅子ではありませんでした。
い

生きている
もうじゅう

猛獣

でした。
わたくし

私 たちを
と

取り
ま

巻く
あくま

悪魔の
こうげき

攻撃、
こころ

試み、
たたか

戦いは、
かくう

架空のものではありません。
おそ

恐

ろしい
げんじつ

現実です。もし
しゅ

主が
わたくし

私 たちを
まも

守ってくださらなかったなら、ダニエルは
しし

獅子に
さ

裂か

れて
し

死んでしまったでしょう。
おな

同じように
しゅ

主が
わたくし

私 たちを
まも

守ってくださらなければ、
わたくし

私 た

ちは
おそ

恐るべき
あくれい

悪霊の
こうげき

攻撃に
あ

遭い、
ぜつぼう

絶望し、
ま

間
ちが

違った
ほうこう

方向に
みちび

導かれていくことでしょう。 
 

ダビデの
たいけん

体験はどうだったでしょうか。
しへん

詩篇５７
へん

篇を
よ

読むと、
かれ

彼は
つぎ

次のように
こくはく

告白して 
います。

ひと

一つの
あか

証しでもあります。 
しへん

詩篇 ５７
へん

篇４
せつ

節 
わたくし

私 は、
しし

獅子の
なか

中にいます。
わたくし

私 は、
ひと

人の
こ

子らをむさぼり
く

食う
もの

者の
なか

中で
よこ

横になってい

ます。
かれ

彼らの
は

歯は、
やり

槍と
や

矢、
かれ

彼らの
した

舌は
するど

鋭い
つるぎ

剣です。 
 

７
せつ

節 
かみ

神よ。
わたくし

私 の
こころ

心はゆるぎません。
わたくし

私 の
こころ

心はゆるぎません。
わたくし

私 は
うた

歌い、ほめ
うた

歌を
うた

歌いましょう。 
 

ダビデ
おう

王は
にく

憎しみのただ
なか

中、むさぼり
く

食う
しし

獅子の
なか

中に
み

身を
よこ

横たえました。けれどついに 
７

せつ

節のように、
しょうり

勝利の
さけ

叫びをあげることができました。あなたにとって、あなたの
かぞく

家族は 
しし

獅子の
あな

穴のようかもしれません。あなたは
いえ

家にいると、イエス
さま

様の
み

御
な

名のゆえに
いっち

一致と
へいわ

平和

がなく、
い

居にくいかもしれません。どうしてでしょうか。イエス
さま

様の
こた

答えは、マタイ
でん

伝１

０
しょう

章に
か

書かれています。 
マタイの

ふくいん

福音
しょ

書 １０
しょう

章３４
せつ

節から３９
せつ

節 
わたしが

き

来たのは
ち

地に
へいわ

平和をもたらすためだと
おも

思ってはなりません。わたしは、
へいわ

平和

をもたらすために
き

来たのではなく、
つるぎ

剣をもたらすために
き

来たのです。なぜなら、わた

しは
ひと

人をその
ちち

父に、
むすめ

娘をその
はは

母に、
よめ

嫁をそのしゅうとめに
さか

逆らわせるために
き

来たから

です。さらに、
かぞく

家族の
もの

者がその
ひと

人の
てき

敵となります。わたしよりも
ちち

父や
はは

母を
あい

愛する
もの

者は、

わたしにふさわしい
もの

者ではありません。また、わたしよりも
むすこ

息子や
むすめ

娘を
あい

愛する
もの

者は、
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わたしにふさわしい
もの

者ではありません。
じぶん

自分の
じゅうじか

十字架を
お

負ってわたしについて
こ

来ない
もの

者は、わたしにふさわしい
もの

者ではありません。
じぶん

自分のいのちを
じぶん

自分のものとした
もの

者は

それを
うしな

失い、わたしのために
じぶん

自分のいのちを
うしな

失った
もの

者は、それを
じぶん

自分のものとします。 
 

しゅ

主を
だい

第
いち

一にすると
そん

損をしません。 
 
しょくば

職場は
しし

獅子の
あな

穴のようかもしれません。ダニエルのように
だきょう

妥協せず、
つね

常に
しょくば

職場にあって

も
しゅ

主に
つか

仕えていくなら、
ほんとう

本当に
さいわ

幸いです。もし
あくま

悪魔がこのダニエル
しょ

書６
しょう

章２４
せつ

節のように

あなたにささやいて
き

来たらどう
こた

答えましょう。
すなわ

即ち、「あなたがいつも
つか

仕えている
かみ

神は
しし

獅子

の
あな

穴から
すく

救うことができるか」と。
つぎ

次のように
こた

答えるべきです。「はい。
しゅ

主はできます。
しゅ

主

は
すく

救うことがおできになるだけではなく、
すく

救いたいのです。たとえ、
しゅ

主は
わたくし

私 を
しし

獅子の
あな

穴か

ら
すく

救い
だ

出されなくても、
えいこう

栄光の
からだ

体に
ひ

引き
あ

上げてくださいます」と。 
 

もう
すこ

少し、
まわ

周りの、ほかの
しし

獅子の
あな

穴について
かんが

考えましょうか。 
その

ひと

一つは、ヘブル
しょ

書に
つぎ

次のように
か

書かれています。かつての、
しゅ

主を
だい

第
いち

一にした
ひとびと

人々の
けいけん

経験についての
かしょ

箇所です。 
ヘブル

びと

人への
てがみ

手紙 １１
しょう

章３３
せつ

節から３９
せつ

節 
かれ

彼らは、
しんこう

信仰によって、
くにぐに

国々を
せいふく

征服し、
ただ

正しいことを
おこ

行ない、
やくそく

約束のものを
え

得、し

しの
くち

口をふさぎ、
ひ

火の
いきお

勢いを
け

消し、
つるぎ

剣の
は

刃をのがれ、
よわ

弱い
もの

者なのに
つよ

強くされ、
たたか

戦い

の
ゆうし

勇士となり、
たこく

他国の
じんえい

陣営を
おとしい

陥 れました。
おんな

女たちは、
し

死んだ
もの

者をよみがえらせてい

ただきました。またほかの
ひと

人たちは、さらにすぐれたよみがえりを
え

得るために、
しゃくほう

釈放さ

れることを
ねが

願わないで
ごうもん

拷問を
う

受けました。また、ほかの
ひと

人たちは、あざけられ、むち

で
う

打たれ、さらに
くさり

鎖につながれ、
ろう

牢に
い

入れられるめに
あ

会い、また、
いし

石で
う

打たれ、
こころ

試み

を
う

受け、のこぎりで
ひ

引かれ、
つるぎ

剣で
き

切り
ころ

殺され、
ひつじ

羊ややぎの
かわ

皮を
き

着て
ある

歩き
まわ

回り、
とぼ

乏しく

なり、
なや

悩まされ、
くる

苦しめられ、――この
よ

世は
かれ

彼らにふさわしい
ところ

所ではありませんでし

た。――
あらの

荒野と
やま

山とほら
あな

穴と
ち

地の
あな

穴とをさまよいました。この
ひとびと

人々はみな、その
しんこう

信仰に

よってあかしされましたが、
やくそく

約束されたものは
え

得ませんでした。 

 

そうであったとしても、
だきょう

妥協せず、
しゅ

主を
だい

第
いち

一にしてみことばにだけに
たよ

頼ったのです。 
 
いま

今
よ

読みました
かしょ

箇所を
み

見ても、
いま

今まで
しゅ

主の
み

御
な

名のゆえに
ころ

殺された
おお

多くの
ひとびと

人々について
か

書か

れています。
かれ

彼らの
けいけん

経験したことは、まさに
しし

獅子の
あな

穴そのものでした。
かれ

彼らは
ごうもん

拷問の
くる

苦し

みに
あま

甘んじ、
すこ

少しの
だきょう

妥協もせず、
つね

常に
しゅ

主に
つか

仕えてきました。これらの
ひとびと

人々に、
まえ

前に
よ

読みま

したダニエル
しょ

書６
しょう

章２０
せつ

節を
たず

尋ねると
なん

何と
こた

答えるでしょうか。
かれ

彼らは
よろこ

喜んでローマ
しょ

書８
しょう

章３７
せつ

節のように
い

言うに
ちが

違いありません。
すなわ

即ち、 
ローマ

びと

人への
てがみ

手紙 ８
しょう

章３７
せつ

節 

しかし、
わたくし

私 たちは、
わたくし

私 たちを
あい

愛してくださった
かた

方によって、これらすべてのこと
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の
なか

中にあっても、
あっとうてき

圧倒的な
しょうり

勝利
しゃ

者となるのです。 

 

 
びょうき

病気も、
ひと

一つの
しし

獅子の
あな

穴ではないでしょうか。
おお

多くの
しゅ

主にある
きょうだいしまい

兄弟姉妹は、
やまい

病になり、
すうしゅう

数週
かん

間、
すうかげつ

数箇月、
すうねん

数年
かん

間と
ゆか

床の
うえ

上に
ね

寝たきりで、
よ

良くなる
のぞ

望みのない
とうびょう

闘病
せいかつ

生活を
つづ

続けてい

ます。これらの
ひとびと

人々は、この
よ

世の
のぞ

望みは
けっきょく

結局
なに

何も
やく

役に
た

立たないのです。そのような
ひとびと

人々は
ほんとう

本当にさびしくて
こどく

孤独ですが、
しゅ

主はそれらの
きょうだいしまい

兄弟姉妹の
よろこ

喜びであり、また
よ

拠りどころとな

っておられます。これらの
きょうだいしまい

兄弟姉妹に、ダニエル
しょ

書６
しょう

章２０
せつ

節を
たず

尋ねると、
なん

何と
こた

答えるの

でしょう。
かれ

彼らは
かなら

必ずダビデのように
こた

答えるでしょう。
しへん

詩篇１０３
ぺん

篇１
せつ

節からのように。  
しへん

詩篇 １０３
ぺん

篇１
せつ

節から５
せつ

節 

わがたましいよ。
しゅ

主をほめたたえよ。
わたくし

私 のうちにあるすべてのものよ。聖なる
み

御
な

名

をほめたたえよ。わがたましいよ。
しゅ

主をほめたたえよ。
しゅ

主の
よ

良くしてくださったこと

を
なに

何
ひと

一つ
わす

忘れるな。
しゅ

主は、あなたのすべての
とが

咎を
ゆる

赦し、あなたのすべての
やまい

病をいやし、

あなたのいのちを
あな

穴から
あがな

贖い、あなたに、
めぐ

恵みとあわれみとの
かんむり

冠 をかぶらせ、あな

たの
いっしょう

一生を
よ

良いもので
み

満たされる。あなたの
わか

若さは、わしのように、
あたら

新しくなる。 

 

 

 もう
ひと

一つの
あな

穴があります。
し

死という
しし

獅子の
あな

穴です。
なん

何と
おお

多くの
しゅ

主を
しん

信じる
もの

者が
すで

既にこの
あな

穴

を
とお

通って
い

行ったことでしょう。
し

死を
こくふく

克服されたイエス
さま

様を
し

知るようになり、
かれ

彼らが
し

死ぬ
すんぜん

寸前

に、
わたくし

私 たちがその
まくらべ

枕辺に
た

立ってその
こころ

心を
たず

尋ねるなら、
なん

何と
こた

答えるのでしょう。
かなら

必ず、コ

リント
だい

第
いち

一の
てがみ

手紙１５
しょう

章５４
せつ

節のみことばをもって
こた

答えるでしょう。 

コリント
びと

人への
てがみ

手紙・
だい

第
いち

一 １５
しょう

章５４
せつ

節
こうはん

後半から５７
せつ

節 
「

し

死は
しょうり

勝利にのまれた。」としるされている、みことばが
じつげん

実現します。「
し

死よ。おま

えの
しょうり

勝利はどこにあるのか。
し

死よ。おまえのとげはどこにあるのか。」
し

死のとげは
つみ

罪で

あり、
つみ

罪の
ちから

力は
りっぽう

律法です。しかし、
かみ

神に
かんしゃ

感謝すべきです。
かみ

神は、
わたくし

私 たちの
しゅ

主イエス・

キリストによって、
わたくし

私 たちに
しょうり

勝利を
あた

与えてくださいました。 
 

 
わたくし

私 のひいおばあさんが
し

死ぬとき、その
へや

部屋は
ま

真っ
くら

暗でした。けれど
し

死ぬ
すんぜん

寸前、ひいおば

あさんの
かお

顔は
ま

真
ひる

昼の
ひ

日のように
あか

明るくなり、
しゅ

主の
えいこう

栄光を
み

見る、と
い

言って
し

死にました。
わたくし

私 の
はは

母はその
すば

素晴らしい
し

死の
じょうけい

情景を
み

見て、イエス
さま

様を
しん

信じるようになりました。 
おお

多くの
ひとびと

人々はスイスのベアテンベルクに
い

行きました。このベアテンベルク
かみ

神
がっこう

学校の
こうちょう

校長
せんせい

先生が
め

召されるときも、
すば

素晴らしい
じょうけい

情景でした。
め

召されるとき、「
わたくし

私 は
しゅ

主の
こえ

声を
き

聞くこと

ができる。
しゅ

主が
み

見える。
つみ

罪の
ゆる

赦しは
えいこう

栄光の
かんむり

冠 だ」と
い

言って、
いき

息を
ひ

引き
と

取られました。やが

てイエス
さま

様が
こ

来られるとき、
み

御
な

名のゆえに
ころ

殺されたすべての
ひとびと

人々、
やまい

病で
し

死んだ
きょうだいしまい

兄弟姉妹、
はくがい

迫害されて
し

死んだ
しん

信じる
もの

者はみな、
しし

獅子の
あな

穴から
ひ

引き
あ

上げられ、
よみがえ

甦 らされ、
しゅ

主のみもとで
おお

大いに
よろこ

喜ぶようになります。 
コリント

びと

人への
てがみ

手紙・
だい

第
いち

一 １５
しょう

章５１
せつ

節、５２
せつ

節 
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き

聞きなさい。
わたくし

私 はあなたがたに
おくぎ

奥義を
つ

告げましょう。
わたくし

私 たちはみなが
ねむ

眠ってしま

うのではなく、みな
か

変えられるのです。
お

終わりのラッパとともに、たちまち、
いっしゅん

一瞬の

うちにです。ラッパが
な

鳴ると、
し

死
しゃ

者は
く

朽ちないものによみがえり、
わたくし

私 たちは
か

変えられ

るのです。 

 
おな

同じ
ないよう

内容の
きじ

記事は、いわゆる
くうちゅうさいりん

空中再臨の
かしょ

箇所です。 

テサロニケ
びと

人への
てがみ

手紙・
だい

第
いち

一 ４
しょう

章１３
せつ

節から１８
せつ

節 
ねむ

眠った
ひとびと

人々のことについては、
きょうだい

兄弟たち、あなたがたに
し

知らないでいてもらいたく

ありません。あなたがたが
た

他の
のぞ

望みのない
ひとびと

人々のように
かな

悲しみに
しず

沈むことのないため

です。
わたくし

私 たちはイエスが
し

死んで
ふっかつ

復活されたことを
しん

信じています。それならば、
かみ

神はま

たそのように、イエスにあって
ねむ

眠った
ひとびと

人々をイエスといっしょに
つ

連れて
こ

来られるはず

です。
わたくし

私 たちは
しゅ

主のみことばのとおりに
い

言いますが、
しゅ

主が
ふたた

再び
こ

来られるときまで
い

生き
のこ

残っている
わたくし

私 たちが、
し

死んでいる
ひとびと

人々に
ゆうせん

優先するようなことは
けっ

決してありません。
しゅ

主

は、
ごうれい

号令と、
み

御
つか

使いのかしらの
こえ

声と、
かみ

神のラッパの
ひび

響きのうちに、ご
じしん

自身
てん

天から
くだ

下っ

て
こ

来られます。それからキリストにある
し

死
しゃ

者が、まず
はじ

初めによみがえり、
つぎ

次に、
い

生き
のこ

残

っている
わたくし

私 たちが、たちまち
かれ

彼らといっしょに
くも

雲の
なか

中に
いっきょ

一挙に
ひ

引き
あ

上げられ、
くうちゅう

空中で
しゅ

主と
あ

会うのです。このようにして、
わたくし

私 たちは、いつまでも
しゅ

主とともにいることになり

ます。こういうわけですから、このことばをもって
たが

互いに
なぐさ

慰め
あ

合いなさい。 

 

「
ねむ

眠った
ひとびと

人々」、
さき

先に
し

死んだ
ひと

人のことです。 
 
 

ダニエルのように、
つね

常に
しゅ

主にだけ
つか

仕えたいと
のぞ

望む
もの

者は
ゆた

豊かに
しゅくふく

祝福されます。ダニエルの 
とくちょう

特徴は、
おさなご

幼子のような
しんこう

信仰、
さだ

定まった
こころ

心、
め

目の
まえ

前に
ひと

一つのはっきりとした
もくひょう

目標を
も

持って

いたことです。
すこ

少しの
だきょう

妥協をすることもせず、ダニエルの
あか

証しは
すば

素晴らしい
えいきょう

影響を
しゅうい

周囲に
およ

及

ぼしたでしょう。
いほう

異邦
じん

人の
おう

王でさえも
こくはく

告白したのです。「ダニエルの
かみ

神」と
い

言って、
けっきょく

結局
しゅ

主

をほめたたえました。
おう

王は
みずか

自らダニエルの
かみ

神を
し

知りたいという
う

餓え
かわ

渇きを
も

持ったばかりで

はありません。
ぜんこく

全国に、
ぜんせかい

全世界に
めいれい

命令を
か

書き
おく

送って、ダニエルの
かみ

神を
おそ

恐れるように
めいれい

命令し

たのです。
かんたん

簡単な
ていあん

提案ではなく、はっきりとした
めいれい

命令でした。 
ダニエル

しょ

書 ６
しょう

章２５
せつ

節から２７
せつ

節 
そのとき、ダリヨス

おう

王は、
ぜんど

全土に
す

住むすべての
しょみん

諸民、
しょこく

諸国、
しょこく

諸国
ご

語の
もの

者たちに
つぎ

次の

ように
か

書き
おく

送った。「あなたがたに
へいあん

平安が
ゆた

豊かにあるように。
わたくし

私 は
めいれい

命令する。
わたくし

私 の
しはい

支配する
くに

国においてはどこででも、ダニエルの
かみ

神の
まえ

前に
ふる

震え、おののけ。この
かた

方こそ
い

生

ける
かみ

神。
えいえん

永遠に
かた

堅く
た

立つ
かた

方。その
くに

国は
ほろ

滅びることなく、その
しゅ

主
けん

権はいつまでも
つづ

続く。

この
かた

方は
ひと

人を
すく

救って
かいほう

解放し、
てん

天においても、
ち

地においてもしるしと
きせき

奇蹟を
おこ

行ない、
しし

獅子

の
ちから

力からダニエルを
すく

救い
だ

出された。」 
ダニエルを

ねた

妬んで
はくがい

迫害した
ひとびと

人々はみな、
あな

穴に
な

投げ
い

入れられるようになりました。その
ひと

人 
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たちだけではなく、
つま

妻も
こ

子も
か

噛み
さ

裂かれて
し

死んだ、と
せいしょ

聖書に
か

書かれています。 
 

もし、
きょう

今日
わたくし

私 たちが
しゅ

主に
あたら

新しくすべてをささげ、
とく

特に
わたくし

私 たちの
いし

意志を
しゅ

主にささげて
つか

仕

えるなら、
わたくし

私 たちの
かぞく

家族も、
しゅうい

周囲の
ひとびと

人々も、
しゅ

主のみ
すく

救いにあずかるようになるに
ちが

違いあり

ません。ですから、
こころ

心から
しゅ

主にだけ
つか

仕える
もの

者になりましょう。                
 
 

 
 
 
 
 了 


